
 

 

青少年教育指導者等の養成及び資質の向上事業 

 

「自然体験活動事前研修会」 
 

１．趣旨 

国立花山青少年自然の家を利用する団体の指導者が、施設の利用方法や研修の目標やねらいを達

成できるプログラム作成方法を理解するとともに、実際の活動プログラムを体験する。 

 

２．事業の概要 

（１）期日  第１回：平成 29 年 4 月 17 日（月） 第２回：平成 29年 7月 28 日（金）〔日帰り〕 

（２）参加者 平成 29 年度の利用団体で各学校の指導者 

         20 代 30 代 40 代 50 代 

第１回 
男性 18 名 7 名 5 名 3 名 3 名 

女性 21 名 5 名 7 名 7 名 2 名 

第２回 
男性 20 名 7 名 5 名 4 名 4 名 

女性 22 名 8 名 5 名 6 名 3 名 

 

３．企画・運営のポイント 

①当所を利用する各団体の指導者を対象に、集団宿泊活動を効果的に実施するための基本的な知

識や技術を身につけるとともに、研修のねらいに即したプログラムの相談や実際に体験するこ

とにより理解を深める。 

②当所を利用する団体の指導者を対象とし、実際にプログラムを体験することで、当日の引率に

ついての不安の解消を目指した。 

③第２回目にオプションプランとして宿泊体験の機会を設ける等、指導者の選択肢を増やした。 

 

４．日程 

8:40 9:00 9:10～10:00 10:10～11:40 11:45 13:00～15:00（16:00） 16:00 

 

受 

 

付 

 

開 

会 

行 

事 

 

①施設利用説明・

施設見学コース 

 

②質疑応答コース 

 

①焼き板づくり 

②野外炊事 

③質疑応答コース 

昼 

食 

・ 

休 

憩 

 

①御駒山登山コース 

②ウォークラリー体験 

③オリエンテーリング体験 

④グリーンウォッチング体験 

 

解 

 

散 

第２回のみオプションプランとしてつどいや代表者打ち合わせの見学、ナイトハイク体験ができる宿

泊体験を企画した(７名参加)。 

 

５．主な活動 

     
【開講式】         【施設利用説明】         【施設見学】 
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【野外炊事】         【焼き板づくり】       【御駒山登山】  

     
【ウォークラリー】     【オリエンテーリング】     【グリーンウォッチング】         

 

６．成果と課題 

（１）参加者アンケート結果 

    第１回：満足：９０％ やや満足：１０％ やや不満：０％ 不満：０％ 

    第２回：満足：８４％ やや満足：１３％ やや不満：０％ 不満：０％ 無回答：３％ 

 

（２）参加者の声 

  ・指導者としての目線で、いろいろな活動のポイントを体験できたので良かったです。ありが

とうございました。当日までに子ども達にもしっかり事前指導をしていきたいと思います。 

   ・プログラムが、何の教科と関連できるかを意識してプログラムを提供いただけることは、 

学校としてもありがたいです。 

・一度、研修をしていただくことで、かなり安心感が湧きました。今回の研修を参考に活動 

プログラムを作成したいと思います。ありがとうございました。 

   ・紙面上では理解できない内容や疑問点が、体験を通して見えてきました。疑問に感じたこと

を職員の方がすぐに応えていただき、その上色々な楽しいお話を交えて進めていただいたの

で、楽しく体験できました。ありがとうございました。 

   ・施設の職員の方が、大変分かりやすく説明してくださいました。花山合宿、不安なく子ども

たちを連れて来れそうです。ありがとうございました。 

   ・２日間の日程で大変かなと思いためらっていましたが来て良かったです。余裕をもって子ど

もたちを指導できそうです(オプションプラン宿泊体験参加者)。 

 

 （３）成果 

   ①施設の利用の仕方や自然体験活動のプログラムについて参加者の理解が深まった。 

②実際にプログラムを体験することで、当日の引率についての不安を解消させることができた。

さらに第２回目にオプションプランで宿泊体験の機会を設けたことで、指導者の選択肢や活

動の幅を広げることができた。 

③初任者研修の一環として全職員体制で指導にあたることで、指導法等の共通理解ができた。 

 

 （４）課題 

①第１回目の日程について年度始めの事業日程の場合、広報期間及び方法を工夫する必要があ

る。前年度に通知したが、反応が鈍かったので、直前に再度通知することで、補うことがで

きた。月曜日開催は参加が難しいという声が少数ではあったが出ている。次年度の開催日選

定に生かしたい。  

   ②アンケートの記述で選択肢を増やしてほしいという回答があった。対応できる職員の数をふ

まえて、できるだけ選択肢を増やせるよう検討する必要がある。 

 

担当：企画指導専門職 佐々木 正輝 
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